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１．事業の概要 

 

（１）九州横断自動車道延岡線の概要及び整備効果 

１）九州横断自動車道延岡線の概要 

九州横断自動車道延岡線は、熊本県熊本市の南に位置する嘉島町から宮崎県延

岡市に至る延長約 95km の国土開発幹線自動車道であり、九州のほぼ中央で九州縦

貫自動車道と東九州自動車道に直結し、これらと一体となって循環型の高速交通

ネットワークを形成する。九州の中部・東部地域の発展に重要な役割を担うこと

はもとより、九州全体の産業、経済、文化の交流発展に資する路線である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲九州横断自動車道延岡線の位置図 

N

※●は整備予定の「地域活性化インターチェンジ」 

●は整備予定の「スマートインターチェンジ」 

延長=約 95km

嘉島 JCT～矢部 

延長=23.0km 

九州横断自動車道 延岡線



道路 2-2 

２）事業の効果・必要性 

 
 

九州横断自動車道延岡線の沿線には、県都熊本市から南に位置する嘉島町、山都

町、宮崎県高千穂町、延岡市といった自然豊かな観光地が多く点在している。 

九州横断道自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備により、熊本～延岡間の所要時

間短縮に加え、沿線地域住民の生活圏の拡大や沿線地域間の交流・連携を支援し、

沿線地域の産業、観光、防災、医療などの様々な用途でも同様に利用され、沿線地

域間の日常的な交流の促進が期待される。 

■現状の（九州地方の）課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■熊本市と沿線地域の所要時間の変化 
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現況 将来

効果1 九州横断自動車道沿線地域の交流連携の支援 

 ※九州管内の関連す

る高規格道路等の

整備を含む。 

将 来

3.123.12倍倍

2.24倍

2.23倍

120分 延岡
熊本

3.123.12倍倍

2.24倍

2.23倍

100分 延岡
熊本18０分

①猫背の九州（異様に長い東海岸線） 

②メタボリックな九州（異様に太い胴回り） 

③末端肥大の九州（異様に大きい半島部） 

現況では、熊本と東九
州の都市間との時間距
離が非常に大きい。 

現況 将来 

▲時間距離と地理的距離の乖離 

スリムになった中九州 

熊本⇔延岡：約 80 分の

時間短縮 

資料）H22 道路センサス、※延岡線は、v=80km/h と想定

▲熊本市と沿線地域の所要時間の変化 
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宮崎県

大分県

福岡県

佐賀県

長崎県 

鹿児島県

熊本県

 
 

九州の高規格幹線道網は、福岡・熊本・鹿児島を結ぶ九州自動車が整備済みに対

し、大分・宮崎を結ぶ東九州自動車道や熊本・延岡を結ぶ九州横断自動車道は未だ

ネットワークが形成されていなく、熊本、宮崎、大分県境の九州中央部では IC30

圏域の空白地域が広がっている。 

近年、九州各県の県間貨物純流動量が全体的に増加傾向の中、九州横断自動車道

延岡線は、九州東西軸の高速 IC へのアクセス性を向上し、広域的な高規格幹線ネ

ットワークの形成により、物流効率化の支援や速達性・安全性の向上に寄与するも

のと期待される。 

■九州各県の県間貨物純流動  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

効果2 物流効率化を支援 

資料）H12・17 物流センサス 

※H22 物流センサス速報版では、詳細な県間流動は未公表

のため、H12・H17 の物流センサスで整理した。 

IC30分圏域

高規格幹線道路

▲九州各県の県間貨物純流動量の変化 

【福岡⇔熊本】 
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【福岡⇔宮崎】 

【福岡⇔鹿児島】 

九九州州横横断断自自動動車車道道  

延延岡岡線線

【熊本⇔大分】 

【熊本⇔宮崎】 

【大分⇔宮崎】 

【大分⇔鹿児島】 
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九州地方は、高規格幹線道路の一部遅れにより、津波等の大規模災害時における

救助・救援活動、緊急物資の輸送に資するための横軸・縦軸のネットワークが脆弱

な状況であり、戦略的かつ効果的なネットワーク強化が必要となっている。 

九州中央部は、九州横断自動車道延岡線の整備により、復旧活動等の広域的防災

に資する道路ネットワークの一部が形成され、大規模災害発生時における救援ルー

トの多重化と広域化がはかられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果3 災害時における広域ネットワークの形成 

【九州縦貫道を軸としたネットワーク】 【東九州道を軸としたネットワーク】 
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九九州州横横断断自自動動車車道道
延延岡岡線線

九九州州横横断断自自動動車車道道
延延岡岡線線 
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（２）九州横断自動車道延岡線（嘉島 JCT～矢部）の概要 

 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部は、熊本県上益城郡嘉島町～熊本県上益

城郡山都町を結ぶ延長 23.0km の高速自動車国道である。 

 本路線は、九州中央部の広域的な連携を図り、地域の活性化に大きく寄与すると

ともに、当該地域の主要な幹線道路である国道 445 号、国道 218 号の代替路線とし

ての機能も有する。 

１）計画諸元 

事業名 九州横断自動車道 延岡線 

起点 熊本県上益城
か み ま し き

郡
ぐん

嘉島
か し ま

町
まち

大
おお

字
あざ

井
い

寺
てら

 
区間 

終点 熊本県上益城
か み ま し き

郡
ぐ ん

山都
や ま と

町
ちょう

城
じょう

平
ひ ら

 

延長 L=23.0km 

幅員 w=12.0m（2 車線整備時） 

車線数 完成 4 車線 

道路規格 第 1 種第 3 級 
構造 

諸元 
設計速度 v=80km/h 

計画交通量 ① 13,600 台/日、②9,800 台/日、③9,800 台/日 

２）事業評価区間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）標準横断図 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

▲九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部 概要図 

②

③

①

②
③

九州横断自動車道延岡線

嘉島JCT～矢部 延長=23.0km

H25供用目標

6,595台/日

H22センサス

10,173台/日

H22センサス

▲標準横断図（2車線） 
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２．事業の必要性 

 

（１）事業を巡る社会情勢等の変化 

１）沿線地域の概況 

沿線地域の地勢的特徴として熊本都市圏に属する平地部の地域と阿蘇外輪山南

端の高原地帯から緑川の急峻な渓谷を擁する変化に富んだ中山間部の二極構造と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N

中山間部 平地部 

▲沿線地域周辺の航空写真 

熊本市 

九州横断自動車道延岡線九州横断自動車道延岡線

九
州
縦
貫
自
動
車
道

※航空写真地図は、Yahoo!地図をベースに作成 ▲中山間部の状況 

深い山々 
（阿蘇山より山都町を望む） 

急峻な渓谷（蘇陽峡）

N

▲沿線地域の状況 

：沿線地域 

：熊本都市圏 

※熊本市への通勤依存率 
５%以上のエリア 
(国勢調査) 

山都町 
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1.00
1.05

1.12

1.16
1.19

1.03

1.03
1.01

1.00

1.08

1.13 1.15 1.15

0.93

0.87

0.80

0.72

1.01 1.01 1.00
0.99

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２

人
口
の
伸
び

嘉島町

御船町

益城町

山都町

熊本県

２）人口の推移 

 中山間部の山都町では、人口が 20 年間で約 3割弱減少している一方、熊本都市

圏に属する平地部の嘉島町や益城町については、約 2割程度の人口増加がみられ、

人口の二極化が進んでいる。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

熊本県の高齢者率は増加傾向にあり、中でも中山間部の山都町では過去 20 年で

約 20％増加しており、平成 22 年では高齢化率 39.7%(2.5 人に 1 人は 65 歳以上)

まで高齢化が進んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回評価 
(H20) 

18.2%

24.9%

17.2%

27.7%

14.1%

23.5%

20.5%

39.8%

18.3%

25.6%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２

高
齢
化
率

嘉島町

御船町

益城町

山都町

熊本県

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２

嘉島町 1,329 1,654 1,910 2,026 2,158

御船町 3,093 3,713 4,310 4,632 4,953

益城町 4,016 5,102 6,110 7,036 7,678

山都町 4,814 5,707 6,490 6,943 6,754

熊本県 284,017 340,924 396,020 437,244 465,743

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２

嘉島町 7,295 7,654 8,145 8,492 8,676

御船町 17,952 18,438 18,532 18,116 17,888

益城町 28,492 30,757 32,160 32,782 32,676

山都町 23,503 21,746 20,333 18,761 16,981

熊本県 1,840,326 1,859,793 1,859,344 1,842,233 1,817,426

資料 Ｈ2～Ｈ22 各国勢調査(総務省) 
※熊本市は旧熊本市、富合町、城南町、植木町の合計 ▲ 居住人口の推移 

（伸び率 H2＝1.0）

超高齢化社会 21% 

※超高齢化社会の定義（高齢化率 21％以上）は世界保健機関（ＷＨＯ）による 
資料）Ｈ2～Ｈ22 各国勢調査(総務省) 

▲ 高齢人口、高齢化率の推移 

単位；人 

単位；人 

約 2 割増加 

約 3 割減少 

前回評価 
(H20) 
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３）産業動向 

①  経済成長率（市町内総生産）の推移 

沿線地域における経済成長率（市町村内総生産）は、熊本都市圏に属

する平地部の嘉島町、益城町などの経済成長率が高く、特に嘉島町では

平成 7 年からの 13 年間で約 3.1 倍の成長を示している。 

一方、中山間部の山都町ではマイナス成長となっており、地域間の格

差が開いている状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  農業産出額の推移 

沿道地域の農業産出額は、減少傾向にあるが、県内シェアはほぼ横ばい

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

0.5% 0.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.4% 0.4%

0.9% 0.9% 0.9% 1.0% 0.9% 0.8% 0.9%

1.7% 1.6% 1.7% 1.8% 1.8% 1.7% 1.7%

2.6% 2.5% 2.5% 2.5% 2.3% 2.3% 2.3%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

H7 H9 H11 H13 Ｈ１5 Ｈ17 Ｈ18

嘉島町

御船町

益城町

山都町

H7 H12 H17 H20

嘉島町 228 261 598 705

御船町 434 429 429 412

益城町 851 919 1,120 1,183

山都町 523 528 475 399

熊本県 55,315 57,854 56,909 56,036

1.00 

3.09 

0.95 

1.39 

0.76 

1.01 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

Ｈ7 H12 H17 H20

市
町
村
内
総
生
産
の
伸
び

嘉島町

御船町

益城町

山都町

熊本県

▲ 市町内総生産の推移 資料：熊本県市町村民所得推計報告 

約 3.1 倍に増加 

※ 嘉 島 町 に は Ｈ 15.7
に、サントリー九 州 熊
本工場が立地 

（伸び率 H7＝1.0） 

単位；億円 

資料 生産農業所得統計(農林水産省) 
調査期間 各年 1 月 1 日～12 月 31 日 ▲ 熊本県内の農業産出額のシェアと推移 

単位；億円 

H7 H9 H11 H13 Ｈ１5 Ｈ１７

嘉島町 18 16 15 16 16 13

御船町 35 32 29 31 31 25

益城町 65 58 56 60 58 51

山都町 99 91 81 82 76 71

熊本県 3,856 3,616 3,222 3,298 3,242 3,102

前回評価 
(H20)

※H19 以降のデータは市町村レベルでは未公表。



道路 2-9 

1.00 

1.57 

1.00 

1.52 

1.00 

1.27 

0.58 

0.77 

0.50

0.70

0.90

1.10

1.30

1.50

1.70

H9 H11 H14 H16 H19

年
間
商
品
販
売
額
の
伸
び

嘉島町

御船町

益城町

山都町

熊本県

③  製造品出荷額の推移 

沿線地域における製造品出荷額は、熊本県全体ではほぼ横ばいの傾

向にあるが、飲料製造業の工場(サントリー九州熊本工場)が進出した

嘉島町では著しく増加(約 4.7 倍)している。 

一方、中山間部の山都町では、製造品出荷額が約 0.4 倍に減少して

おり、地域間格差が激しくなっている状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  商業販売額の推移 

商品販売額は、熊本県全体で減少している一方で、熊本都市圏に属

する平地部の嘉島町、御船町、益城町ともに増加傾向にあるが、中山

間部の山都町では、約 4 割程度減少しており、商業面においても地域

間の格差が激しくなっている状況にある。 
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▲ 熊本県および自治体の製造品出荷額等の推移 資料：工業統計

▲ 熊本県および沿線町の商品販売額の推移 資料：商業統計

約 4 割減少 

※嘉島町にはＨ15.7 に、 
  サントリー九州熊本工場が立地

約 4.7 倍に増加 

約 0.4 倍に減少 

（伸び率 H12＝1.0） 

（伸び率 H9＝1.0） 

単位；億円

Ｈ9 Ｈ11 Ｈ14 Ｈ16 Ｈ１9

嘉島町 454 410 404 484 714

御船町 199 236 203 258 301

益城町 460 315 312 461 584

山都町 234 212 178 160 136

熊本県 50,527 48,177 41,848 41,097 38,959

単位；億円 

Ｈ12 H13 H14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

嘉島町 116 111 102 281 467 463 508 502 543 552

御船町 93 78 77 72 133 114 113 118 120 105

益城町 376 544 501 517 493 538 542 543 558 523

山都町 159 113 78 103 97 80 82 79 68 62

熊本県 28,170 26,275 23,674 23,867 25,848 26,208 28,332 29,560 28,352 23,214

前回評価(H20) 

※平成 19 年商業統計（経済産業省）が最新。
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⑤ 商業店舗数の推移 

過去 10 年間、商業店舗数は熊本県全体で減少傾向にある。 

嘉島町では平成17年に大型商業施設の進出に伴い大幅な増加をみせているが、

他の沿線地域では減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 観光入れ込み客数の推移 

熊本県の観光入り込み客数は、平成 12 年と平成 22 年を比較すると約 20%増

加している状況にある。沿線の上益城地域(嘉島町、甲佐町、益城町、御船町、

山都町)では、H15.7 に嘉島町にサントリー九州熊本工場が進出し工場見学など

の観光客増加が影響し、地域全体として増加傾向にある(H22/H12=1.15)。この

ほか、当該地域には山都町の通潤橋や、清和文楽などの観光スポットも存在す

る。 

また、熊本市は平成 18 年 12 月 31 日～平成 20 年 5 月 6 日に行われた熊本城

築城 400 年祭などの盛況により、急激に増加している。 
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▲ 熊本県および沿線町の商業店舗数の推移 資料：商業統計

資料：観光統計 ▲ 地域別の観光入込客数の推移 

※嘉島町に、イオンモール熊本クレア 

（テナント数約 160 店）が平成 17 年に開業 

約 2 倍に増加 

約 20%増加 

Ｈ9 Ｈ11 Ｈ14 Ｈ16 Ｈ１9

嘉島町 134 136 137 145 253

御船町 218 204 205 201 192

益城町 252 271 255 252 242

山都町 383 364 316 310 267

熊本県 27,766 27,769 25,696 25,273 22,971

（伸び率 H9＝1.0） 

単位；店舗 

嘉島町にはＨ15.7 に、
サントリー九州熊本工
場が立地 

熊本城築城
４００年祭 （伸び率 H12＝1.0） 

単位；万人 

前回評価 
(H20)

地域 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

熊本市 445 451 446 422 413 412 429 467 572 548 533

上益城地域 171 169 203 187 230 229 231 221 202 209 197

熊本県 5,669 5,886 6,209 6,255 6,185 6,120 6,206 6,265 5,812 5,914 5,724

※平成 19 年商業統計（経済産業省）が最新。
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４）交通動向 

① 通勤通学流動の推移 

通勤通学流動からみると、益城町、御船町、嘉島町から熊本市への流動が多く、

周辺の町との日常的なつながりが強い。サントリー九州熊本工場が進出した嘉島町

への流動が特に増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H22 国勢調査は、H24.6 月公表予定のため、H12・H17 の国勢調査で整理した。 

 

沿線の町の通勤通学の際の交通手段は、自動車の割合が熊本県平均と比較して、

高い値となっている（熊本市を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通勤通学時の利用交通手段は 10 年毎の調査であるため、H17 年のデータはない。 

また、H22 国勢調査の利用交通手段は H24.6 月公表予定のため、H12 国勢調査で整理した。 

 

 

 

資料：各年国勢調査
▲ 沿線地域の通勤通学流動図 

▲ 沿線地域の通勤通学時の利用交通手段 

60.0%

49.1%

72.6%

70.2%

65.2%

76.3%

6.0%

6.6%

23.9%

29.9%

15.9%

17.0%

17.1%

14.2%

4.9%

8.3%

5.1%

9.8%

6.4%

4.4%

7.6%

7.8%

5.8%

4.6%

1.7%

1.3%

0.7%

3.5%

3.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

熊本県

熊本市

御船町

嘉島町

益城町

山都町

自動車 バス オートバイ 鉄道・電車 徒歩等

※対象地域内で、トリップ数が 100

以上のみを明記 

各年：H12 国勢調査
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② 自動車保有台数の推移 

沿線地域の1世帯あたりの自動車保有台数は、全国平均(1.45台)に対して、

沿線地域は一世帯あたり 2.0 台以上と高い値となっており、移動手段を自家用

車に依存する傾向が強い地域であることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 運転免許保有台数の推移 

運転免許保有者数は、嘉島町、益城町、御船町においては増加傾向が続いている

が、山都町は減少傾向が続いている。 
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▲ 自動車保有台数の推移 
資料：熊本県統計年鑑、国勢調査、市町村別軽自動車車両数

市町村別自動車保有車両

2.0 台以上 

▲ 運転免許保有者数の推移 

出典：「市町村別・男女別免許保有者数」熊本県警察本部運転免許課

（伸び率 H12＝1.0） 

前回評価 
(H20)

前回評価 
(H20)
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④ 道路交通状況の推移 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部と並行する主要幹線道路は、国道 445

号、国道 218 号であり、沿線地域の主要な交通経路となっている。 

熊本都市圏と山都町の間の交通量は、これら 2つの路線が分担しており、交通

の分担率は概ね半々(50 対 50) の状況にあるが、近年においては国道 445 号の交

通量の増加により、国道 445 号の分担率が増加している。 

地域の断面交通(Ａ－Ａ断面)は、平成 2 年と比較すると約 1.4 倍に増加してい

る状況にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

×

×
×

×
××××× ××

断面交通量

445
ROUTE

218
ROUTE

N

×
×

凡 例

全面止箇所

片側止箇所

4,962

5,065

5,312

6,595

3,496

5,146

5,333

5,070

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ2

Ｈ9

Ｈ17

Ｈ22

58.7%

49.6%

49.9%

41.3%

50.4%

50.1%

56.5% 43.5%

▲断面交通量の経年変化 資料）各年道路交通センサス

▲路線の分担状況の変遷 

計 11,666 台/日

約 1.４倍 

計 8,459 台/日 
国道445号

国道218号

※各年道路交通センサス

3,496
5,146 5,333 5,070

4,962

5,065 5,312 6,595
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前回評価 
(H20)

前回評価 
(H20) 
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⑤ 事故件数、事故率の推移 

交通事故件数は変動があるものの、国道 218 号の事故率、事故件数が国道 445 号よ

り高い値となっている。 

また、事故の類型では、追突事故と車両相互（追突・右左折時以外）の割合が高い

割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：交通事故統合データベース 

※交通量については、以下の道路交通センサスを使用。 

H8：H6 センサス H9,10：H9 センサス H11～17：H11 センサス H18～21：H17 センサス  

②国道 228 号 

▲ 死傷事故の類型(H18～H21)  

5.4%

5.4%

38.7%

44.9%

6.5%

15.0%

41.9%

26.9%

7.5%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①国道445号

②国道218号

人対車両 追突 右左折時 車両相互(追突・右左折時以外) 車両単独 その他

資料：交通事故統合データベース

①国道 445 号 

死傷事故件数 死傷事故率 

①国道 445 号 

②国道 218 号 
死
傷
事
故
率
（
件
／
億
台
キ
ロ
） 

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年
） 

②国道 218 号 

①国道 445 号 

93 件

死傷事故件数
（H18～21） 

167 件

前回評価 
(H20)

前回評価 
(H20) 
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⑥ 通行規制発生回数 

国道 445 号及び国道 218 号の通行規制回数は、年度により変動はあるものの、

災害や積雪凍結に伴う規制は、平成 19 年度以降も毎年発生している。 
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▲国道 445 号、国道 218 号全線における通行規制発生回数 

（H19 年度～H22 年度） 

 

 
【国道 445 号】 【国道 218 号】 

前回評価 
(H20) 

×
×

凡 例
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片側止箇所
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（２） 事業の効果・必要性 

 
 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部に並行する国道 445 号には、異常気象時

通行規制区間(連続雨量 200mm 以上又は時間雨量 30mm 以上の場合、通行止めを実施

する区間)が 12.7km に渡って指定されている。 

国道 445 号に並行する国道 218 号においても、災害による通行止め(通行規制)が

平成 16 年以降累計で約 5,067 時間発生している。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、現道部の異常気象時通行止区

間や土砂崩れ等の災害時のリダンダンシーが確保され、災害に強いネットワークの

構築に大きく寄与するものである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

延岡線整備後ルート
約68分

未整備時に比べ
約49分短縮

延岡線未整備時
迂回ルート
約117分

積雪・凍結による通行規制
区間（実績）※2

L=11.0km

N

218
ROUTE

218
ROUTE

445
ROUTE

218
ROUTE

××

××××
×

×

××

▲災害発生状況（国道218号：美里町

二和田）（平成 19 年 7 月 6 日発生）

▲災害発生状況（国道 445 号：

御船町 滝尾）（平成 7 年発生）

道路利用者の実態 

効果1 災害に強いネットワークの構築 

資料）H23 道路利用者 web アンケート調査

※1；連続雨量 200mm に達した場合、通行規制を実施 

※2；過去 4 年間の積雪・凍結による通行規制回数（実績は平均 4 回/年）

▼災害による通行規制状況

(H16～H22 年度） 

50 

39 

22 

0 20 40 60

他の道路に迂回した

移動を取り止めた

通行止め解除まで

待って移動した

（％）

不利益を受けたことがある人で

は、他の道路に迂回したが 50％と

も多く、次いで移動を取りやめ

た人が 39％となっている。 

不利益あり

18%

不利益なし
82%

N=250

その際の行動は

▲通行止めによる不利益の有無 

■過去の規制状況と迂回ルート（国道 445 号・218 号） 

 当該区間利用者のうち、通行止めによる不利益を受けたことがあると答えた方は、全体の約

18％存在。 

路線
総通行止め

回数（回）

総通行止め

時間（時間）

国道445号 63 10,396

国道218号 25 5,067

合 計 88 15,463

×
×

凡 例

全面止箇所

片側止箇所
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山都町では、医療・商業・娯楽等といった都市的サービス施設の集積が低

く、町外へ依存せざるを得ない状況であるが、サービスが集積する熊本市等

へのアクセス性が悪く、その結果山都町における都市的サービス水準は低い

レベルとなっている。 

都市的サービスが集積する熊本市など県中部地域の市町と比較しても地

域格差が生じており、一定水準の生活レベルを確保するナショナルミニマム

の観点から、地域間格差を是正していくことが求められている。 

九州横断道自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部により、熊本市内と山都町間

の所要時間が短縮され、熊本市へのアクセス性向上により、山都町の都市的

サービス水準が高くなり、地域間格差を是正していくことが期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山都町では働き口も少なく、独身者が生活するのは難しい。延岡線が出来れば、熊本

市まで通勤可能となり、定住化も進み、過疎対策（人口流出を防ぐ）など様々な面で地

域活性化が期待できる。 

若者がいなくなり、放水制限で通潤橋を守っていても、水を棚田に送る農業の後継者

がいなくなってしまったら、通潤橋を守る意味がなくなってしまう。 

効果2 地域間格差の是正 

《都市的サービス施設》  

※H23 道の駅通潤橋ヒアリング調査結果

地域からの声 

将来 
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熊本市 山都町 県平均

（単位；人）

 山都町から 60 分圏域内の百貨

店・総合スーパーの従業者数は、

県平均に比べ大きく下回ってお

り、熊本市など県中部地域と比較

して、高次商業サービス面での地

域格差が生じている。 

資料）事業所・企業所統計分類
▲60 分圏域内の高次商業サービス（百貨店、総合ス

ーパーなど）従業者数の比較 

山 都 町 と熊 本 市 は
約 6 倍のサービス
格差 

現況 

高等教育サービス（従業者数）
H18事業所・企業所統計（326、335）

300人以上
200人以上
100人以上
100人未満

高等教育サービス（従業者数）
H18事業所・企業所統計（326、335）

300人以上
200人以上
100人以上
100人未満

■都市的サービス施設享受エリアの拡大  

▲高次商業サービス施設享受数の変化
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九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の沿線地域を圏域とする上益城

消防組合では、年間約 2,400 件を超える搬送件数があり、管轄エリア外への

搬送が全体の約 8 割を占めている。 

搬送に利用する国道 445 号は、急カーブや急勾配区間が多く、患者の安静

な搬送にとっても、傍で支える救急隊員にとっても苦痛となっている。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、延岡線の整備は、医療

施設への搬送時間を短縮するとともに、患者や救急隊員の安全で安静な搬送

に寄与するものとなる。 

 

 

 

 

 

 

■救急搬送件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 

■搬送時間の短縮 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,960  2,002 

2,299  2,346 
2,237  2,177  2,258 

2,427 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

（件/年）

効果3 救急医療活動の支援 

救急搬送において、屈曲線形部の走行は患者へ悪影
響を及ぼす可能性がある 10mmHg の血圧変動が確
認されている。 

特に脳出血や臓器破裂の場合、多量出血などの症状
悪化の危険性があり、血圧変動を抑える必要がある。

屈曲線形部では血圧上

曲線半径（m）

横加速度

変
動
量
（
mm
Hg
）

横
加
速
度
（
G）

18.0
16.0
14.0
12.0
10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

0.90
0.80
0.70
0.60
0.50
0.40
0.30
0.20
0.10
0.00

50 100 150 200 300 400

変動量

▲曲線半径毎のカーブ直前とカーブ区間中
の 大血圧値の差（50km/h 走行時） 

▲上益城消防組合における搬送件数の推移
と管内・管外搬送の割合 ※上益城消防組合資料

▲済生会熊本病院への平均搬送時間 

総搬送件数は過去8年

で約２割増加 

（うち8割は管外搬送） 
82.9%

17.1%

搬送件数

（H22実績値）

2,427件
管外

管内

整備前 整備後 

小池IC（仮称）

嘉島JCT（仮称）

上野IC（仮称）

北中島IC西向き(仮称)
北中島IC東向き(仮称)

矢部IC（仮称）

■屈曲線形区間における血圧変

■搬送ルート（急勾配・急カーブの連続する国道 445 号） 

（資料；地域の医療を支える道路整備のあり方研究会）
57

70

83

39

52

65

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

山都町 旧清和村 旧蘇陽町

（分） 現在（Ｒ445利用）

延岡線整備後

搬送時間の短縮に

加え、安静な搬送

が可能に！ 

資料）H22 道路センサス、※延岡線は、v=80km/h と想定 

救急医療アクセス向上便益 

※約 36 億円 

※は供用後 50 年間の便益額として試算した値（参考値）
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■救急医療アクセス向上便益 

【受益エリアと受益人口】 

九州横断自動車道延岡線の整備により、沿線地域において「消防署から現

場」もしくは「現場から高次医療施設」までの救急搬送時間が 1 分以上短縮

される。このことで、全事業で約 18,000 人が救命率向上の恩恵を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所要時間短縮による救命率向上】 

延岡線の整備により、山都町（旧矢部町）から第 3 次救急医療施設であ

る済生会熊本病院までの到着時間が約 18 分（約 57 分⇒約 39 分）すること

により、多量出血時の救命率は約 14％向上する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲カーラーの救命曲線 

57

分

39

分

多量出血時の救命率

約 14％向上  

約 80％

約 94％

九州横断自動車道延岡線供用による

搬送時間の短縮により救われる人命価

値（救急医療へのアクセス向上効果）の

便益は、※約 36 億円と試算される。 

※は供用後 50 年間の便益額として試算した値（参考値）

▲所要時間短縮の例 

（全事業）  

N

九州横断自動車道延岡線 

「現場から病院」 

（約 18 分短縮） 

※受益エリアは、対象道路の整備により、「消防署から現場」もしくは「現場から高次医療施設」
までの所要時間が 1 分以上短縮する地域を設定。

受益人口  

約 18,000 人  

第 3次救急医療施設 

済生会熊本病院 

N

山都町役場 
（旧矢部町） 

▲延岡線整備による受益エリア  

受益エリア 

：全事業・残事業共通 

山都町役場

済生会熊本病院 

九州横断自動車道延岡線 

（L=23km） 

矢部 IC

嘉島 JCT

山都消防署 
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宮崎県延岡市(人口約 13 万人)から＜延岡⇔熊本⇔福岡方面＞への公共交

通はバス交通が唯一の交通機関である。都市間を結ぶ高速バス：ごかせ号は

１日 4 往復運行している。 

高速バスの運行ルートは、延岡～国道 218 号～九州縦貫自動車道(松橋 IC)

～福岡であり国道 218 号を利用している。 

運行ルートの選定理由として、国道 218 号に並行する国道 445 号は地形的

な制約により急カーブ・急勾配が多く、斜面災害等により不安定な路線であ

るため、遠回りではあるが国道 218 号を利用している状況にある。 

 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、公共交通による移動

時間を現在よりも短縮(約 23 分短縮)させた経路による、安定した公共交通

ネットワークの形成し、地域の活力向上に寄与するものである。 

■熊本⇔延岡間の利用ルート 

   

 

 

あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※宮崎交通㈱ヒアリング

▲高速バスの運行ルート（熊本 IC⇔山都町のルート比較） 

地域間の移動時間の短縮 

＋安定したサービスの提供 

N

▲利用経路による走行短縮時間

（熊本 IC⇔山都町）

効果4 安定した公共交通ネットワークの形成 
 

バス事業者の声 （宮崎交通株式会社） 

・高千穂地域は、比較的医療が充実した熊本市への行き来が多く、病

院の診察時間に合わせて熊本便を運行している。（高千穂から 20 人

乗る場合もある） 

・九州横断自動車道が全線つながり、所要時間の短縮が図れれば、運

転手の負担や拘束時間も少なくなるため、人件費も下げられる。 

ごかせ号

・国道 445 号は、地形的な制約により急カーブ・急勾配が多い 

・国道 445 号は、斜面災害等により不安定な路線であるため、

遠回りではあるが国道 218 号を利用 
⇒安定した公共交通ネットワーク形成に寄与 

凡 例

延岡線経路

R218号経路（現行ルート）

資料）平成 22 年道路センサス

※延岡線は、v=80km/h と想定

0 10 20 30 40 50 60 70

延岡線

整備後

現況

39

62

23

（分）

延岡線の利用→大幅な時間短縮
（熊本ＩＣ～山都町）

約 23 分

短縮 
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航路における九州から首都圏へ運搬ルートは、約 6 割が博多港・北九州港

からの輸送となっている。しかし、博多港等からの運搬は、海難事故が非常

に多い関門海峡を通過する状況であり、非効率かつ危険な経路で運搬してい

る状況である。 

九州横断自動車道の整備により、九州では首都圏に一番近い宮崎県細島港

の活用が可能となり、広域的な物流ネットワークの形成により、航路の安全

性、速達性の向上が期待される。 

■九州地方から首都圏への航路輸送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

効果5 物流効率化の支援 

※宮崎県北部港湾事務所資料

▲九州地方と東京港との移出入量

及び利用する港湾 

・九州から首都圏へ運搬ルートは、約 6 割が博多港・北九州港からの輸送。 
⇒しかし、この航路では、海運の要所である関門海峡があり、平成 16 年には、

年間 36 件の衝突・座礁等の事故が発生している。 

津久見港

17%

大分港

9%

油津港

6%

川内港

4%
志布志港

1%

北九州港
34％

博多港
29％

全体
8,134 ｔ/日

■九州地方から首都圏への航路輸送  

福岡港・北九

州港からの輸

送が 63％ 

宮崎県の細島港は、2010 年 8 月の重点港

湾化に伴い、港湾施設の拡充（-13ｍのバ

ース整備等）をすることにより、今後、南

九州地方（宮崎県・熊本県・鹿児島県）の

物流効率化（安全性向上、速達性向上）を

行い、地域活性化の貢献を考えている。 

■細島港の重点港湾化  

▲細島港コンテナ取扱量 

22,083  22,681  22,972 
24,889 

23,684 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H17 H18 H19 H20 H21

（
単
位

T
E
U
）

増加傾向 

▲細島港活用による熊本から

首都圏への輸送時間の短縮 

▲H9 年～H16 年  関門海峡での海難事故件数

資料：九州地方整備局開発保全航路整備事業（平成 17 年 3 月）

7  11  11  10  13  6  13  11 
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14  25 
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）

座礁・乗揚 衝突

博多港
（福岡県）

細島港
（宮崎県）

熊本

大消費地
（首都圏）

海難事故多発

現在の経路

効率化経路

陸上輸送

海上輸送

【現況】・・・約35時間
・陸上輸送距離：約110 km
（熊本IC→九州縦貫道→博多港)

・海上輸送距離：約975km

【効率化後】・・・約22時間
・陸上輸送距離：約123 km

(熊本IC→九州横断自動車道延岡線→細島港)

・海上輸送距離：約763 km
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熊本と宮崎のトラックによる県間物流量は、過去 5 年間(H17/H12)で約 2.5

倍に増加しており、物流面における県間の結びつきが強まっている。 

石油等の危険物輸送においては、台風等で船による供給ができなくなり、

宮崎の基地のストック量が逼迫した場合には、熊本⇒宮崎へ応援輸送を行っ

ているが、九州自動車道の八代 IC～えびの IC 間が危険物積載車両の通行規

制区間であるため、高速輸送ネットワークのミッシングリンクとなっている。 

延岡線の整備は、熊本県と宮崎県(特に県北地域)との物流の効率化に貢献

するとともに、九州内の熊本～宮崎・延岡方面の循環型の高速輸送ネットワ

ークの一翼を担うものと考えられる。 

■熊本⇔宮崎間の危険物輸送ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・台風等で船による供給ができず宮崎の基地のストック量が逼迫した場合、九州自動

車道（八代 IC～えびの IC）が危険物輸送で利用できないため、年に数回、一般道で

えびの IC まで向かい、そこから宮崎へ搬送している。 

・一般道移動で八代～宮崎間は 4 時間程かかっており、延岡線ができることで延岡線

を利用した宮崎市内への輸送時間が短くなるならば、安全で快適な宮崎への新たな

石油輸送路として期待できる。

7,506 

18,752 1,725 

4,201 

10,000

20,000

30,000

H12 H17

県間流動量（トン）

宮崎⇒熊本

熊本⇒宮崎

効果6 危険物輸送の支援 

※H23 松藤商事株式会社ヒアリング結果

▲県間物流量の変化（熊本－宮崎）
（再掲） ※物流センサス

9,231 

22,953

N

▲熊本～宮崎方面の危険物輸送ルート

八代地区 

石油コンビナート 

過去５箇年で

約 2.5 倍増加

物流事業者の声 

凡例； 

現状の輸送ルート

将来の輸送ルート

危険物積載車両 

通行規制区間  

八代 

人吉 

えびの 

宮崎市

熊本市

鹿児島市 

延岡

嘉島JCT 

矢部IC 

九州横断自動車

東
九
州
自
動
車
道 

凡例 【現状】 八代～南九州西回りルート

⇒国道219号⇒国道221号⇒えびのIC(東九州道高速道路)⇒宮崎市

【将来】 八代～中九州東回りルート

⇒九州道⇒九州横断道延岡線⇒延岡⇔東九州道⇒宮崎市

・熊本県と宮崎県(特に県北地域)との物流の効率化の支援 

・熊本～宮崎間の危険物輸送ルートとしての機能 

⇒九州内の循環型の高速輸送ネットワークの一翼を担う 

循環型の高速輸送ネットワークを構築

熊本県⇔宮崎県の県間物流量は 
近年増加傾向 
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上益城地域(上益城郡の 5 町)は、歴史文化資源や豊かな自然に恵まれてお

り、観光客数は年間約 208 万人にのぼっている。 

嘉島町のサントリー工場稼働(工場見学が観光スポットの一つ)を契機に

地域内の観光客数は増加傾向にあり、山都町の『通潤橋』は地域内の第 1 位

の観光スポットとなっている。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、複数の主要な観光地

間の移動時間を短縮し、観光客の利便性、速達性を向上させるとともに、広

域的な観光圏の発展に寄与するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果7 観光活動の支援 

延 岡 線

阿蘇周辺

17,528千人

熊本市圏

5,327千人

上益城地域

1,967千人

高千穂町

1,495千人

0 10 20 30 40 50 60

延岡線

整備後

現況

22 

42 

20 

（分）

87.6

76.8

74.4

56.4

55.6

52.0

42.8

24.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

九州中央部の周遊観光の利便性の向上

移動に伴う心身の負担軽減

山都町への観光客の増加

医療・買い物等の利便性の向上

くらし・企業活動におけるリスクや不安の軽減

業務の効率化が図られる

ビジネス機会の拡大

都会への人口転出の抑制（定住化） N=250

▲広域的な観光周遊ルート  資料）H22 観光統計表

▲延岡線の整備で期待できると思われるもの 

資料）H23 道路利用者 web アンケート調査

周遊観光の利便性や観

光 客 の増 加 など観 光 に

関する期待が高い 

道路利用者の声 （延岡線整備に期待すること） 

国道 445 号、218 号

利用者において、延岡線整

備により期 待できる効 果

としては、「九州中央部の

周遊観光の利便性の向上」

が 87.6％と最も高く、「山

都町への観光客の増加」が

74.4％と 3 番目に高くな

っており、観光に関する期

待が高いこ とがうかが え

る。 

高 千 穂

阿 蘇 ファームランド

サントリー九 州 熊 本 工 場 

熊本城 

広域的な観光圏の形成 

N

通 潤 橋 そよ風 パー

・観光地間の移動時間の短縮 

⇒広域的な観光圏を形成する周遊ル

ートとして、観光活動を支援 

▲御船IC⇔山都町（通潤橋）間の所要時間短縮 

現況所要時間 

整備後所要時間

短縮時間 

 

約 20 分短縮

資料）H22 道路センサス、※延岡線は、v=80km/h と想定 
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平成 23 年春に九州新幹線が全線開通し、九州新幹線(新熊本駅)や阿蘇く

まもと空港など、地域を取り巻く広域交通拠点が変革期を迎えようとしてい

る。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、新幹線駅や阿蘇くま

もと空港へのアクセス条件が改善し利便性が向上するとともに、高速バス交

通との連携の可能性も高まり、地域における新たな公共交通サービスの向上

に寄与する。 

■山都町中心地から熊本駅、阿蘇くまもと空港までのアクセスルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70

延岡線

整備後

現況

33

56

23

（分）

阿蘇くまもと空港

ＪＲ熊本駅 

山都町役場 

▲山都町中心地から新幹線駅・空港へのアクセスルート 

N

効果8 新幹線・空港への利便性向上 

▲延岡線整備により拡大する熊本駅からの 60 分圏域

凡例； 

未来の 短ルート（延岡線利用） 

現況の 短ルート（国道 445 号利用）

・熊本駅や阿蘇くまもと空港へのアクセス条件が改善し利便性が向上 

・高速バス交通との連携の可能性も向上 

⇒地域における新たな公共交通サービスの向上に寄与 

▲山都町役場⇔阿蘇くまもと空港間

の所要時間の変化 

 現況所要時間

整備後所要時間

短縮時間 

 

約 23 分短縮

※現況は H22 道路交通センサス 

将来延岡線は、v=80km/h と想定。 

 現況所要時間

整備後所要時間

短縮時間 

 

資料）現況；法定速度、将来延岡線は v=80km/と想定

整備による拡大エリア 

熊本駅 

■延岡線整備により拡大する熊本駅からの 60 分圏域  
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熊本市等からの離隔が大きい南阿蘇外輪山裾野に広がる中山間地域では、

内発的かつ継続的な付加価値を創造するため地域資源を活用した特産農作

物のブランド化（農業振興）に力を入れている。 

山都町では、蘇陽のブルーベリーや、清和のキャベツ、トマト等の高冷地

野菜の栽培が盛んであり、地元消費のみならず、九州北部並びに関西方面を

はじめ、インターネットを通じて全国に出荷されている。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、山都町から熊本市・

福岡県方面への物流の効率化に貢献するとともに、他地域との競争化の下、

鮮度を活かした当該地域の特産品の販路拡大、並びに輸送コストの低減など、

地場産業の活性化の一翼を担うものと考えられる。 

■山都町から農作物の搬送ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果9 地場産業の活性化支援 

農作物は、主に熊本・福岡方面へ出荷しており、翌朝の市場のセリまでに到着させなけ

ればならなく、延着はさせられないため、荷崩れ、荷痛みのリスクはあるが、距離的に短

い国道 445 号を利用している。 

延岡線の整備は、出荷、搬送時間の短縮を図れるとともに、国道 445 号を利用した搬送

時の荷痛みのロスや対策コストの削減が期待できる。 

地域の声（上益城農業協同組合） 

※資料）H21野菜生産出荷統計（農林水産省）

資料）H23ＪＡ上益城ヒアリング結果

6,450

4,470
4,150

3,410

2,820
2,510 2,340

1,693 1,530 1,450

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

北九州市 山都町 糸島市 阿蘇市 白石町 大崎町 氷川町 福津市 熊本市 高森町

3,615 
3,877 

4,131 
4,470 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

▲山都町のキャベツ出荷量の推移

増加傾向 

九州第二位の出荷量 

▲九州地方のキャベツ出荷量ベスト 10

▲農産物の搬送ルート（山都⇔熊本・福岡）

キャベツ・トマトは 1 日

に各 20～30t 出荷

主な搬送先 

・熊本県内；3～4 割

・福岡方面；6～7 割

N

熊本市 

福岡市 

キャベツ

トマト

【直接効果】熊本市内への所要時間短縮（アクセス向上） 

【波及効果】・特産品の販路の拡大 

・輸送コストの低減 

・通勤、通学圏域の拡大（人口流出の抑制） 

・農業の後継者確保（農地の保全） 

      ⇒地場産業の活性化など様々な波及効果が期待 

現在の搬送ルート

将来の搬送ルート

凡　　例
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（３）事業の投資効果 

１）事業の目的 
九州横断自動車道延岡線は、熊本県熊本市の南に位置する嘉島町から

宮崎県延岡市に至る国土開発幹線自動車道であり、九州縦貫自動車道と

東九州自動車道に直結し、これらと一体となって循環型の高速交通ネッ

トワークを形成し、地域の発展に重要な役割を担うことはもとより、九

州全体の産業、経済、文化の交流発展に資することを目的とする。 

２）費用便益分析結果【残事業】 
①便 益 

 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

合  計 

基 準 年 平成 23 年度 

供 用 年 平成 30 年度 

初年便益 26 億円 4.0 億円 1.9 億円 32 億円 

基準年における 
現在価値(Ｂ) 599 億円 103 億円 60 億円 763 億円 

②費 用 

 事 業 費  維 持 管 理 費  合   計  

基 準 年 平成 23 年度 

単純合計 365 億円 139 億円 503 億円 

基準年における 
現在価値(Ｃ) 308 億円 46 億円 354 億円 

③評価指標の算定結果 

 

 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

３）費用便益分析結果【事業全体】 
①便 益 

 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

合  計 

基 準 年 平成 23 年度 

供 用 年 平成 30 年度 

初年便益 26 億円 4.0 億円 1.9 億円 32 億円 

基準年における 
現在価値(Ｂ) 599 億円 103 億円 60 億円 763 億円 

②費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基 準 年 平成 23 年度 

単純合計 623 億円 139 億円 762 億円 

基準年における 
現在価値(Ｃ) 596 億円 46 億円 642 億円 

③評価指標の算定結果 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ／Ｃ＝2.2 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ／Ｃ＝1.2 
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（４）事業の進捗状況 

１）事業経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）事業費の進捗状況 

 全体事業費 H22 年度末 進捗率 

事業費 約 623 億円 約 237 億円 約 38％ 

うち用地補償費 約 38 億円 約 32 億円 約 85％ 

 

 

九州自動車道に接続する区間側から先行的に着手しており、そのうち嘉島

JCT～小池 IC 間については平成 25 年度供用目標として整備を進めている。 

嘉島 JCT～北中島ＩＣの進捗を優先しつつも、北中島ＩＣ～矢部ＩＣ間の用

地、工事に着手し効率的に進捗している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 経 緯 

平成 3 年度 基本計画決定(H3.12.20) 

平成 8 年度 環境影響評価、整備計画(H9.3.8) 

平成 10 年度 施工命令(H10.12.25)、事業化（H11.1.8）（JH：日本道路公団） 

平成 15 年度 
第１回国土開発幹線自動車道建設会議の開催(H15.12.25) 

整備計画の変更（H16.1.30）【新直轄方式に移行】 

平成 17 年度 用地着手、工事着手 

平成 21 年度 小池 IC・上野 IC・北中島 IC（地域活性化 IC）追加設置 

※進捗率は事業費ベース

(単位：億円)
■九州横断自動車道延岡線(嘉島JCT～矢部)の整備状況

▲嘉島 JCT～小池 IC 間  ▲小池 IC～北中島 IC 間  

北中島橋  

▲北中島 IC～矢部 IC 間  
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３）前回の評価時との比較 

 前回評価(H20 年度) 今回評価(H23 年度) 

延   長 23.0 ㎞ 23.0 ㎞ 

計画交通量 13,800 台／日 

13,600 台／日 

9,800 台／日 

9,800 台／日 

事業費 
(現在価値化後) 

約 623 億円 
(約 530 億円) 

約 652 億円 
(約 596 億円) 

残事業 

 

2.1 ＝ 

 

 

2.2 ＝ 

 
B 

／ 

C 
全事業 

 

1.5 ＝ 

 

 

1.2 ＝ 

 

 

 

４）国の事業費の変更 

項目 
前回評価 

(H20 年度) 

今回評価 

(H23 年度) 
変更内容 理 由 

事業費 約 623 億円 約 623 億円 約-0.1 億円 ・コスト縮減 

 

５）Ｂ/Ｃ算定上の事業費 

項目 
前回評価 

(H20 年度) 

今回評価 

(H23 年度) 
変更内容 理 由 

事業費 約 623 億円 約 652 億円 約+29 億円

・地域活性化 IC による県・

町の事業費 

⇒小池 IC（熊本県事業費） 

 約 12 億円 

⇒上野 IC（熊本県・御船町

事業費）  約 8 億円 

⇒北中島 IC（熊本県・山都

町事業費） 約 9 億円 

※今回評価（H23年度）の上記事業費は、地域活性化ICによる県・町の事業費を含む。 

※〔 〕書き上段：現在価値化後の便益、下段：現在価値化後のコスト 

873 億円

572 億円

873 億円

422 億円

763 億円

354 億円

763 億円

642 億円
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３．事業の進捗の見込み 

 

（１）今後の事業の見通し 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の事業進捗率は平成 22年度末現

在、事業費ベースで約 38％、そのうち用地進捗率は約 85％に達しており、

工事にも一部着手しているところである。 

今後は、事業効果を早期発現できるよう、引き続き用地買収を促進する

とともに、トンネル工事等の事業進捗を図っていく予定である。 

 

（２）地域の協力体制 

■期成会等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 会長 主な構成メンバー

H20.5.26 総会 ( 山都町 )

H20.7.14 総決起大会 ( 延岡市 )

H20.8.7 地方大会 ( 益城町 )

H21.2.4 要望 ( 本省 )

H21.4.10 要望 ( 本省 )

H21.6.2 総会 ( 山都町 )

H21.7.8 総決起大会 ( 延岡市 )

H21.7.22 要望 ( 整備局 )

H21.7.31 要望 ( 本省 )

H21.10.15 要望 ( 本省 )

H21.11.5 地方大会 ( 高千穂町 )

H22.2.3 要望 ( 本省 )

H22.6.3 総会 ( 山都町 )

H22.10.6 要望 ( 整備局 )

H22.10.7 要望 ( 本省 )

H22.9.27 総決起大会 ( 延岡市 )

H22.11.5 地方大会 ( 御船町 )

H23.2.17 要望 ( 本省 )

H23.5.24 総会 ( 山都町 )

H23.7.11 総決起大会 ( 延岡市 )

H23.8.9 要望 ( 整備局 )

H23.8.31 地方大会 ( 延岡市 )

H20.8.7 地方大会 ( 益城町 )

H20.10.8 中央大会 ( 東京 )

H20.12.20
女性のつどい
in五ヶ瀬

( 五ヶ瀬町 )

H21.11.5 地方大会 ( 高千穂町 )

H22.11.5 地方大会 ( 御船町 )

H23.8.31 地方大会 ( 延岡市 )

活動内容等

九州横断自動車道延
岡線建設促進期成会
（熊本県側）

山都町長 山都町・御船町・嘉島町・
熊本市・益城町・甲佐町
の首町および議会議長

九州横断自動車道延
岡線建設促進協議会

宮崎県知事 宮崎県知事、熊本県知
事、県議会議長、山都町
長、延岡市長、御船町
長、日之影町長他
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■協力体制  

組織名 活動内容 

九州横断自動車道（延岡線） 
「嘉島～山都」プロジェクト
チーム・タスクフォース 
 
【組織構成】 

熊本県、御船町、益城町、 
嘉島町、山都町、 
西日本高速道路㈱ 

・地元説明会等の住民との連絡調整  
・地元対応及び地域情報窓口  
・地元要望等の受付窓口  
・組織内部等への調整窓口  
・埋蔵文化財発掘調査（熊本県、益城町、山都町）

 

名称 会長 主な構成メンバー

H20.7.14 総決起大会 ( 延岡市 )

H21.2.4 要望 ( 本省 )

H21.4.10 要望 ( 本省 )

H21.7.8 総決起大会 ( 延岡市 )

H21.7.22 要望 ( 整備局 )

H21.7.31 要望 ( 本省 )

H22.2.3 要望 ( 本省 )

H22.9.27 総決起大会 ( 延岡市 )

H22.10.6 要望 ( 整備局 )

H22.10.7 要望 ( 本省 )

H23.2.17 要望 ( 本省 )

H23.7.11 総決起大会 ( 延岡市 )

H20.7.17 総会 ( 御船町 )

H20.7.30 要望 ( 整備局 )

H20.7.31 要望 ( 本省 )

H21.2.4 要望 ( 本省 )

H21.7.17 総会 ( 延岡市 )

H21.7.28 要望 ( 整備局 )

H21.7.30 要望 ( 本省 )

H22.1.14 要望 ( 本省 )

H22.11.15 総会 ( 熊本市 )

H23.1.13 要望 ( 整備局 )

H23.1.14 要望 ( 本省 )

H23.2.17 要望 ( 本省 )

H23.8.12 総会 ( 延岡市 )

H20.7.14 総決起大会 ( 延岡市 )

H20.12.4 建設促進大会( 山都町 )

H21.2.4 要望 ( 本省 )

H21.7.8 総決起大会 ( 延岡市 )

H21.12.9 建設促進大会( 高千穂町 )

H22.2.3 要望 ( 本省 )

H22.9.27 総決起大会 ( 延岡市 )

H23.2.17 要望 ( 本省 )

※平成23年より「九州横断自動車道」改め「九州中央自動車道」に名称変更

九州横断自動車道延
岡線建設促進民間協
議会

山都町商工
会会長

熊本・延岡・日向商工会
議所会頭、
山都町・御船町・益城町・
甲佐町・嘉島町・五ヶ瀬
町・高千穂町・日之影町・
門川町商工会会長、
熊本・延岡・日向青年会
議所理事長

活動内容等

九州横断自動車道延
岡線建設促進沿線議
会期成会
（熊本県側）

山都町議会
議長

山都町・御船町・嘉島町・
熊本市・益城町・甲佐町
の議会議長

九州横断自動車道延
岡線建設促進沿線議
会協議会

熊本市議会
議長

熊本市・延岡市・山都町・
日向市・御船町・嘉島町・
益城町・甲佐町・高千穂
町・日之影町・五ヶ瀬町・
門川町の議会
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（３）環境・景観への取り組み状況 

① 環境への配慮 

計画路線の供用に伴う沿道への環境影響として、公害の防止に係る項目

(大気汚染、騒音、振動)及び自然環境の保全に係る項目(動物・植物)につ

いて調査、予測、評価を実施し、すべての項目で環境保全目標を満足する

と予測されている。 

しかし、工事中及び供用後に予測し得なかった著しい影響の発生が認め

られる場合には、適切な環境保全措置を講じることとする。 

 

② 景観への配慮 

沿線地域には、九州山地の豊かな自然が存在しており、緑あふれる道づ

くりとして、「道路内部空間の緑化」や、「内部景観と外部景観の境界の排

除」など、周辺景観と調和した延岡線らしい季節感のある景観づくりを推

進している。 

《橋梁》 

 
 
 
 
 
 
 

《トンネル》 

 
 
 

 

 

 

 

《道路付属物》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【車両用防護柵】  

経済性や維持管理性に優れると伴に、道路内景観か

らの内外景観への眺望と、道路外景観からの眺望を

確保可能な「ガードパイプ」を採用。 

【落下物防止柵】  
景観性（透過性）に優れる等の観点から、「メッシュ

タイプ（めっき＋塗装品）」を採用  

【遮光フェンス（眩光防止施

設）】 

道路利用者から沿道景観への

眺望を確保するとともに、外景

観からの眺望も確保できる「軍

配型」を採用。  

【坑口デザイン】 

・コンクリート表面の輝度低減を図る

表面処理の適用（ハツリ） 

・壁面の分節を図るリブ処理の適用 

・坑口の縁部分の処理（滑面のまま残

す＋テーパーの調節） 

・面壁天端の角部にＲ処理を施す 
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４．Ｂ/Ｃ算定上の事業費の変動要因 

 

■地域活性化 IC の設置による県・町の事業費【+約 29 億円】 

前回評価時（平成 20 年度）以降、平成 21 年度に地元要望による地域活性

化 IC の追加設置が決定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道　稲生野甲佐線

北中島ＩＣ（山都町申請）

至

嘉
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

至

矢
部
Ｉ
Ｃ

▲九州横断自動車道（嘉島 JCT～矢部）；地域活性化追加 IC 

九
州
縦
貫
自
動
車
道

嘉島JCT 小池IC(仮称) 上野IC(仮称) 北中島IC(仮称) 矢部IC

国道443号

小池ＩＣ（熊本県申請）

至

嘉
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

至

矢
部
Ｉ
Ｃ

県道　田代御船線

上野ＩＣ（御船町申請）

至

嘉
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

至

矢
部
Ｉ
Ｃ

国道445号
北中島ＩＣ（山都町申請）

至

嘉
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

至

矢
部
Ｉ
Ｃ

熊本県整備；約 12 億円 

【小池 IC】 

熊本県・御船町整備；約 8 億円 

【上野 IC】 

熊本県・山都町整備；約 6 億円 

【北中島 IC】 

熊本県・山都町整備；約 3 億円 

【北中島 IC】 
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５．コスト縮減や代替案立案等 

 

（１）コスト縮減 

■橋脚土留め形式の変更によるコスト縮減【約 10 百万円】 

橋脚土留め形式において、「一般的な構造物掘削」から「竹割式土留工法」

に変更することで、約 10 百万円のコスト縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）代替案立案 

熊本と延岡を結ぶ広域交通ネットワークを形成するとともに、国道 445

号、218 号被災時の緊急輸送ルートとなる事業であることから、現計画が

適当である。 

 

 

一般的な構造物掘削

橋脚

掘削

橋脚

掘削

竹割式土留工法

▲矢形川橋 P1 橋脚  

◆「竹割式土留工法」を採用することの効果 

・少ない面積での施工が可能。 

・掘削に伴う地山の変形を抑制し、施工中の安全を確保。 

・長大な人口斜面が発生しないため、自然環境や景観に与える影響は小さい。 

・１基当たり約 5 百万円のコストの縮減、ならびに約 3 割の工期の短縮が可能。 

  コスト縮減 10 百万円＝約 5 百万円／基×2 基（八丁第一橋（Ｐ１橋脚）、矢形川橋（Ｐ１橋））
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６．対応方針（原案） 

 

○九州横断自動車道延岡線 は、高速道路ネットワークの一部を形成するこ

とにより、災害に強い広域的なネットワークを支援する道路である。 

○費用対効果についても十分高い事業である。 

○事業進捗率は、事業費ベースで約 38％[約 237 億円/約 623 億円](平成 22

年度末)であり、そのうち用地進捗率は約 85％[約 32 億円/約 38 億円]に

達しており、地元自治体等からの協力体制も確立していることから、今

後の円滑な事業執行が可能である。 

○よって、当該事業の完成供用に向けて事業を継続することとしたい。  
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巻 末 資 料 
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会
熊

本
病

院
）

へ
の

搬
送

時
間

短
縮

（
山

都
町

役
場

か
ら

約
5
7
分

⇒
3
9
分

、
約

1
8
分

短
縮

）
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３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

□
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
緊

急
輸

送
道

路
（

国
道

2
1
8
号

･
国

道
4
4
5
号

）
の

代
替

路
と

し
て

機
能

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

■
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
国

道
4
4
5
号

の
異

常
気

象
時

通
行

止
め

(
連

続
雨

量
2
0
0
m
m
以

上
ま

た
は

、
時

間
雨

量
3
0
m
m
以

上
)
や

積
雪

凍
結

に
よ

る
通

行
規

制
が

解
消

さ
れ

る

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

C
O
2
排

出
削

減
量

：
7
,
7
1
1
t
/
年

(
未

整
備

1
2
,
9
8
0
t
/
年

⇒
整

備
後

5
,
2
6
8
t
/
年

)

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

(
現

況
）

自
動

車
N
o
x
・

P
M
法

対
策

地
域

指
定

の
別

：
対

象
地

域
外

（
N
o
x
排

出
量

推
計

結
果

）
評

価
対

象
区

間
（

現
道

／
平

行
区

間
等

）
：

（
区

間
名

）
一

般
国

道
4
4
5
号

他
排

出
削

減
量

：
2
2
.
9
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

6
割

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

(
現

況
）

自
動

車
N
o
x
・

P
M
法

対
策

地
域

指
定

の
別

：
対

象
地

域
外

（
S
P
M
排

出
量

推
計

結
果

）
評

価
対

象
区

間
（

現
道

／
平

行
区

間
等

）
：

（
区

間
名

）
一

般
国

道
4
4
5
号

他
排

出
削

減
量

：
2
.
2
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

6
割

削
減

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
■

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
熊

本
都

市
圏

都
市

交
通

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
H
1
5
策

定
）

に
骨

格
幹

線
道

路
網

の
整

備
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その

他の別

九州横断
自動車道延岡線

嘉島JCT～矢部 23.0km
高規格

（新直轄）
ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

9,800～13,600 2 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成23年度

単純合計 623億円 139億円 762億円 

うち残事業分 365億円 139億円 503億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

596億円 46億円 642億円 

うち残事業分 308億円 46億円 354億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成23年度

供 用 年 平成30年度

単年便益
（初年便益）

26億円 4.0億円 1.9億円 32億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

599億円 103億円 60億円 763億円 

うち残事業分 599億円 103億円 60億円 763億円 



道路 2-40 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 9,800～13,600 ±１０％

事業費 365億円 ±１０％

事業期間 8年 ±２０％

2.0 ～ 2.4

2.1 ～ 2.2

経済的純現在価値（事業全体） 120億円

経済的内部収益率（残事業） 9.6%

費用便益比（事業全体） 1.2

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

2.0 ～ 2.2

経済的内部収益率（事業全体） 4.8%

費用便益比（残事業） 2.2

経済的純現在価値（残事業） 408億円
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交通状況の変化

 事業名：九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部

（推計時点   H42年）　（事業全体・残事業）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

17.3

18

81

1,600

47

3,300

0.00

2,500

36

4,600

3,800

81

58

走行時間費用
整備あり(B)

57

6,600

25

58

34

33,000

32

32,400

13,679 13,639

走行時間短縮便益
(A - B)

40

32

13,293

5,400

53

様式－３①

47

5,900

44

整備あり(B)整備なし(A)

0.00

44

10,500

32

合計
:10,833.1km

③その他道路合計
:10,630.0km

0.00

国道445号
:45.4km

②主な周
辺道路

国道218号
:34.3km

187 182

57

走行時間費用
整備なし(A)

13,299

①新設･改築道路
[九州横断自動車道]

:23.0km

(主)熊本
高森線
:39.4km

国道325号
:38.1km

国道57号
:22.9km

66
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主な周辺道路

(主)熊本高森線
延長＝39.4km

主な周辺道路

国道445号
延長＝45.4km

◎
熊本県庁

熊本IC

御船IC

Ｎ

九
州
自
動
車
道

嘉島JCT

植木IC

松橋IC

矢部IC

益城熊本
空港IC

熊本高森線

九州横断自動車道延岡線
（嘉島JCT～矢部）

延長 = 23.0km

主な周辺道路

国道218号
延長＝34.3km

主な周辺道路

国道57号
延長＝22.9km

主な周辺道路

国道325号
延長＝38.1km

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
鉄道
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名：  九州横断自動車道延岡線　嘉島JCT～矢部

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成23年

１時点のみ推計 ■（H42）

複数時点での推計
□(　　　)

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混在した

配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」

を用いた。

推計の状況

交通流の
推計時点

いずれかのみの

推計の場合

速度設定の
考え方

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

■

■

■
（H17センサス）

□

簡易手法の

採択理由

有の場合のみ
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事業名：  九州横断自動車道延岡線　嘉島JCT～矢部

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

採用した通行止め日数の考え方を記載

考慮する

場合のみ

考慮する

場合のみ

便
益
の
算
定

冬期交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走行
経費減少・交通事故

減少以外の便益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

休日交通の
影響
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事業名：  九州横断自動車道延岡線　嘉島JCT～矢部

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費(過去3年間:H19～H21)に基
づく

雪寒費

事業費

維持管理費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

 箇所名：九州横断自動車道延岡線　嘉島JCT～矢部(事業全体) 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.13 23.00 2.96

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-14年目 H 9 1.7317 103.4 0.09 0.14
-13年目 H 10 1.6651 102.8 1.46 2.13
-12年目 H 11 1.6010 101.3 2.55 3.63
-14年目 H 12 1.5395 99.7 1.13 1.57
-14年目 H 13 1.4802 98.4 2.17 2.93
-13年目 H 14 1.4233 96.6 0.99 1.31
-12年目 H 15 1.3686 95.4 5.99 7.73
-14年目 H 16 1.3159 94.4 6.32 7.93
-13年目 H 17 1.2653 93.2 14.32 17.49
-12年目 H 18 1.2167 92.5 47.49 56.22
-11年目 H 19 1.1699 91.7 29.31 33.66
-10年目 H 20 1.1249 91.2 31.42 34.87
-9年目 H 21 1.0816 90.0 53.90 58.29
-8年目 H 22 1.0400 90.0 28.61 29.75
-7年目 H 23 1.0000 90.0 32.56 32.56
-6年目 H 24 0.9615 90.0 41.97 40.36
-5年目 H 25 0.9246 90.0 43.09 39.84
-4年目 H 26 0.8890 90.0 37.74 33.55
-3年目 H 27 0.8548 90.0 64.33 54.99
-2年目 H 28 0.8219 90.0 66.63 54.76
-1年目 H 29 0.7903 90.0 59.35 46.91

供用開始年次 H 30 0.7599 90.0 35.38 26.89 1.62 1.23

1年目 H 31 0.7307 90.0 16.21 11.84 1.62 1.18
2年目 H 32 0.7026 90.0 2.82 1.98
3年目 H 33 0.6756 90.0 2.82 1.90
4年目 H 34 0.6496 90.0 2.82 1.83
5年目 H 35 0.6246 90.0 2.82 1.76
6年目 H 36 0.6006 90.0 2.82 1.69
7年目 H 37 0.5775 90.0 2.82 1.63
8年目 H 38 0.5553 90.0 2.82 1.57
9年目 H 39 0.5339 90.0 2.82 1.51
10年目 H 40 0.5134 90.0 2.82 1.45
11年目 H 41 0.4936 90.0 2.82 1.39
12年目 H 42 0.4746 90.0 2.82 1.34
13年目 H 43 0.4564 90.0 2.82 1.29
14年目 H 44 0.4388 90.0 2.82 1.24
15年目 H 45 0.4220 90.0 2.82 1.19
16年目 H 46 0.4057 90.0 2.82 1.14
17年目 H 47 0.3901 90.0 2.82 1.10
18年目 H 48 0.3751 90.0 2.82 1.06
19年目 H 49 0.3607 90.0 2.82 1.02
20年目 H 50 0.3468 90.0 2.82 0.98
21年目 H 51 0.3335 90.0 2.82 0.94
22年目 H 52 0.3207 90.0 2.82 0.90
23年目 H 53 0.3083 90.0 2.82 0.87
24年目 H 54 0.2965 90.0 2.82 0.84
25年目 H 55 0.2851 90.0 2.82 0.80
26年目 H 56 0.2741 90.0 2.82 0.77
27年目 H 57 0.2636 90.0 2.82 0.74
28年目 H 58 0.2534 90.0 2.82 0.71
29年目 H 59 0.2437 90.0 2.82 0.69
30年目 H 60 0.2343 90.0 2.82 0.66
31年目 H 61 0.2253 90.0 2.82 0.64
32年目 H 62 0.2166 90.0 2.82 0.61
33年目 H 63 0.2083 90.0 2.82 0.59
34年目 H 64 0.2003 90.0 2.82 0.56
35年目 H 65 0.1926 90.0 2.82 0.54
36年目 H 66 0.1852 90.0 2.82 0.52
37年目 H 67 0.1780 90.0 2.82 0.50
38年目 H 68 0.1712 90.0 2.82 0.48
39年目 H 69 0.1646 90.0 2.82 0.46
40年目 H 70 0.1583 90.0 2.82 0.45
41年目 H 71 0.1522 90.0 2.82 0.43
42年目 H 72 0.1463 90.0 2.82 0.41
43年目 H 73 0.1407 90.0 2.82 0.40
44年目 H 74 0.1353 90.0 2.82 0.38
45年目 H 75 0.1301 90.0 2.82 0.37
46年目 H 76 0.1251 90.0 2.82 0.35
47年目 H 77 0.1203 90.0 2.82 0.34
48年目 H 78 0.1157 90.0 2.82 0.33
49年目 H 79 0.1112 90.0 -27.33 -3.04 2.82 0.31
  合　計 595.66 596.32 138.55 46.07

単純事業費計 622.99 138.55

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間 終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



道路 2-47 

様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

 箇所名：九州横断自動車道延岡線　嘉島JCT～矢部(残事業) 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.13 23.00 2.96

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-6年目 H 24 0.9615 90.0 41.97 40.36
-5年目 H 25 0.9246 90.0 43.09 39.84
-4年目 H 26 0.8890 90.0 37.74 33.55
-3年目 H 27 0.8548 90.0 64.33 54.99
-2年目 H 28 0.8219 90.0 66.63 54.76
-1年目 H 29 0.7903 90.0 59.35 46.91

供用開始年次 H 30 0.7599 90.0 35.38 26.89 1.62 1.23

1年目 H 31 0.7307 90.0 16.21 11.84 1.62 1.18
2年目 H 32 0.7026 90.0 2.82 1.98
3年目 H 33 0.6756 90.0 2.82 1.90
4年目 H 34 0.6496 90.0 2.82 1.83
5年目 H 35 0.6246 90.0 2.82 1.76
6年目 H 36 0.6006 90.0 2.82 1.69
7年目 H 37 0.5775 90.0 2.82 1.63
8年目 H 38 0.5553 90.0 2.82 1.57
9年目 H 39 0.5339 90.0 2.82 1.51
10年目 H 40 0.5134 90.0 2.82 1.45
11年目 H 41 0.4936 90.0 2.82 1.39
12年目 H 42 0.4746 90.0 2.82 1.34
13年目 H 43 0.4564 90.0 2.82 1.29
14年目 H 44 0.4388 90.0 2.82 1.24
15年目 H 45 0.4220 90.0 2.82 1.19
16年目 H 46 0.4057 90.0 2.82 1.14
17年目 H 47 0.3901 90.0 2.82 1.10
18年目 H 48 0.3751 90.0 2.82 1.06
19年目 H 49 0.3607 90.0 2.82 1.02
20年目 H 50 0.3468 90.0 2.82 0.98
21年目 H 51 0.3335 90.0 2.82 0.94
22年目 H 52 0.3207 90.0 2.82 0.90
23年目 H 53 0.3083 90.0 2.82 0.87
24年目 H 54 0.2965 90.0 2.82 0.84
25年目 H 55 0.2851 90.0 2.82 0.80
26年目 H 56 0.2741 90.0 2.82 0.77
27年目 H 57 0.2636 90.0 2.82 0.74
28年目 H 58 0.2534 90.0 2.82 0.71
29年目 H 59 0.2437 90.0 2.82 0.69
30年目 H 60 0.2343 90.0 2.82 0.66
31年目 H 61 0.2253 90.0 2.82 0.64
32年目 H 62 0.2166 90.0 2.82 0.61
33年目 H 63 0.2083 90.0 2.82 0.59
34年目 H 64 0.2003 90.0 2.82 0.56
35年目 H 65 0.1926 90.0 2.82 0.54
36年目 H 66 0.1852 90.0 2.82 0.52
37年目 H 67 0.1780 90.0 2.82 0.50
38年目 H 68 0.1712 90.0 2.82 0.48
39年目 H 69 0.1646 90.0 2.82 0.46
40年目 H 70 0.1583 90.0 2.82 0.45
41年目 H 71 0.1522 90.0 2.82 0.43
42年目 H 72 0.1463 90.0 2.82 0.41
43年目 H 73 0.1407 90.0 2.82 0.40
44年目 H 74 0.1353 90.0 2.82 0.38
45年目 H 75 0.1301 90.0 2.82 0.37
46年目 H 76 0.1251 90.0 2.82 0.35
47年目 H 77 0.1203 90.0 2.82 0.34
48年目 H 78 0.1157 90.0 2.82 0.33
49年目 H 79 0.1112 90.0 -6.86 -0.76 2.82 0.31
  合　計 357.83 308.37 138.55 46.07

単純事業費計 364.70 138.55

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間 終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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道路 2-49 

車線数 延長

2 23.0km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 50,677

改良費 24,198

土工 ｍ3 10,726,685 8,639 切土(4,697,858m3)、盛土(4,505,254m3)、捨土(1,523,573m3)

軟弱地盤改良工 ｍ3

法面工 ㎡ 1,403,196 4,250 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 523 補強土壁、ブロック積擁壁、重力式擁壁等

管渠工 ｍ 6,314 1,378

函渠工 ｍ 981 689

排水工 ｍ 119,373 1,064

中央分離帯工 ｍ 16,118 800

雑工 式 1 6,855

橋梁費 12,722

100m以上 ｍ 1,578 8,013 PC橋3橋、鋼橋6橋

100m未満 ｍ 552 4,709 PC橋27橋（うち跨道橋20）、RC橋1橋

トンネル費 8,507

ＮＡＴＭ ｍ 2,430 8,507 6本（上下線）

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 801

ＩＣ 箇所 1 801 現道直結

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,590

車道舗装 ㎡ 839,568 1,590

歩道舗装 ㎡

付帯施設費 2,859

交通管理施設工 式 1 2,859 標識、防護柵、照明施設等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 3,801

用地費 ㎡ 1,770

宅地 ㎡ 26,720 255

田畑 ㎡ 242,061 586

山林・原野 ㎡ 943,243 651

その他 ㎡ 33,997 278

補償費 式 1 2,031

③間接経費 式 1 7,823 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

全体事業費 62,301

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部

全体事業費内訳



道路 2-50 

車線数 延長

2 23.0km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 33,787

改良費 14,020

土工 ｍ3 8,833,763 3,343 切土（3,686,861m3）、盛土（3,824,877m3）、捨土（1,322,025m3）

軟弱地盤改良工 ｍ3

法面工 ㎡ 1,380,969 3,934 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 430 補強土壁、ブロック積擁壁、重力式擁壁等

管渠工 ｍ 5,595 1,178

函渠工 ｍ 695 321

排水工 ｍ 119,373 1,064

中央分離帯工 ｍ 16,118 800

雑工 式 1 2,950

橋梁費 9,631

100m以上 ｍ 563 5,509 PC橋1橋、鋼橋2橋

100m未満 ｍ 295 4,122 PC橋23橋（うち跨線橋19橋）

トンネル費 4,886

ＮＡＴＭ ｍ 1,031 4,886 2本（上下線）

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 801

ＩＣ 箇所 1 801 現道直結

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,590

車道舗装 ㎡ 839,568 1,590

歩道舗装 ㎡

付帯施設費 2,859

交通管理施設工 式 1 2,859 標識、防護柵、照明施設等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 553

用地費 ㎡ 19

宅地 ㎡ 25,456 11

田畑 ㎡

山林・原野 ㎡ 864,651 8

その他 ㎡

補償費 式 1 534

③間接経費 式 1 1,279 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

残事業費 35,620

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部

残事業費内訳



道路 2-51 

車線数 延長

2 23.0km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

(百万円)
備考

　km 23.0 2,982 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 11,566 路面補修、構造物の点検・補修等

14,548

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づく算出。

維持管理費合計

九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部

修繕費

路線名 箇所名

区分

維持費

全事業、残事業における維持管理費の内訳費

 


